
明
と
意
見
交
換
。

・
区
内
の
各
地
域
に
お
け
る
防
災

等
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例
の
紹

介
。

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
中
央

区
役
所
等
職
員
の
災
害
派
遣
・
支

援
の
紹
介　

な
ど
。

中
央
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

「
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　

進
め
る
た
め
に
」

　

中
央
区
で
は
、
区
内
16
の
連
合

町
内
会
を
中
心
と
し
て
、
平
成
22

年
12
月
に
中
央
区
ま
ち
づ
く
り
会

議
を
設
置
し
「
地
域
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は

地
域
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
区
役
所

や
消
防
署
、
企
業
等
か
ら
の
情
報

提
供
と
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
「
ま
ち

づ
く
り
会
議
通
信
」
を
通
じ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
の
主
な
内
容

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
状
況
を
も
と
に
、

中
央
区
の
防
災
体
制
や
役
割
の
説

▲中央区まちづくり会議の様子

行事で高める防災意識
　さまざまな行事に防災の要素を取り入れることで、参加者に防災意識やいろ
いろな作業の手順を身に付けてもらいたいと考えています。
　例年、２月に行っている雪中運動会では、救急救命ゲームやバケツ消火ゲー
ムを取り入れ、豚汁の炊き出しも行っています。また、６月のこども樽みこし
では避難誘導、８月のサマーフェスタ苗穂＆

アンド
こども盆踊りや10月の昔遊び交流

会では、住民が交流し協力し合う機会を作っています。災害時を想定し、テン
トや調理場などの設営・撤収も住民自らの手で行っています。

広げたい防災の輪
わ

　町内会などの役員が不足しているため、１人が複数の役職を兼務している状態です。この状況で
は、大災害が起きたときに町内会の自主防災の組織が円滑に機能しないことが心配されます。
　非常時には連携がとれるように、ぜひ、多くの皆さんに日ごろから町内会の活動に積極的に参加
してほしいと思います。

「自主防災は自助と共助がなければ成立しない」「自主防災は自助と共助がなければ成立しない」

最
寄
り
の
避
難
場
所
も
徒
歩
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▲避難場所は中央区ガイド
　（中央区役所で配布）を
　ご覧ください。

▼

中
央
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
通
信

災
害
へ
の
備
え
・
・
・

一
、
自
分
の
身
は
自
分
で

　

守
ろ
う
。

一
、
頼
れ
る
近
所
の
仲
間

　

を
つ
く
ろ
う
。

一
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く

　

知
ろ
う
。

一
、
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト

　

に
参
加
し
よ
う
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
は
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
が
大
事
で
す
！

チ
ェ
ッ
ク
!!

地域がやらねば！②地域がやらねば！②
　　　　～苗穂地区編　　　　～苗穂地区編

　２年に１回大規模な自主防災訓練を行うほか、今年の１月には中
央消防署の協力を得て、冬の震災体験を行った苗穂連合町内会総務
部長に自主防災について伺いました。

木
きむら

村　誠
まこと

さん

深
め
よ
う
地
域
の
絆

　

私
た
ち
は
、
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
の
発
生
を
予
知
し

た
り
、
未
然
に
防
い
だ
り
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
頼
り
に

な
る
の
は
仲
間
で
す
。
地
域

の
活
動
に
参
加
し
て
、
仲
間

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
自
主
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
と
創
意
工
夫
を
重
ね

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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